
 
 

新 たな災 害 時 に途 切 れない教 育 システムの開 発 と検 証  

－アクティブ・ラーニングを支 える実 習 の早 期 再 開 をめざして－  

これまでの災害時には、小・中学校の実習授業の再開が著しく遅れていました。お茶の水女子大学サイエン

ス&エデュケーションセンターによる東日本大震災の調査・研究から、被災地の小・中学校においては、震災後

おおよそ 1 ヶ月で座学授業は再開しましたが、理科や家庭科の観察・実験や実習は数ヶ月～1 年以上も実施で

きていないことが判明しています。次に予想される災害では、実習授業の放棄が再現されてはなりません。そこ

で本事業では、以下の３要素に関して、平成２８年度から６年間で実践的に研究・開発します。 

① 連携：連携地域・組織を設定し、全国に教育セーフティ・ネットワークを張り巡らせる 

② パッケージ化：理科室などの特別教室やその備品なしでも実施できる教材教具を開発・パッケージ化し、

連携組織の協力でその有効性を検証し改善する 

③ データベース：これまでの災害および復興支援で得られたデータ・ノウハウや、本学が新たに収集・作成し

たデータを集約し、今後の災害に備える 

本事業では、実習内容を新たに開発・実践することで、通常授業におけるアクティブ・ラーニングも支援できる

と考えています。また本事業期間中に新たに災害が発生した場合、開発したシステムを実践的に検証しつつ、

実験・実習教育の復旧を支援します。 

「平成 28 年熊本・大分地域の地震」については、これまでの経験をもとに、被災された学校を対象に、実験・

実習を含む理科教育の支援準備を進めています。  

特設ページ：http://www.cf.ocha.ac.jp/SEC/projects/kumamoto.html 

 

http://www.cf.ocha.ac.jp/SEC/projects/kumamoto.html


 
 

熊本 ・大分地域の地震被害への対応について 

この度の「平成 28 年熊本・大分地域の地震」でお亡くなりになられた方には謹んでお悔

やみ申し上げます。また被災された皆様には、心よりお見舞い申し上げます。被災地

域の一日も早い復興をお祈り申し上げます。 

お茶の水女子大学サイエンス&エデュケーションセンターでは、熊本県 ・大分県をはじめ九州

地方において被災された学校を対象に、実験 ・実習を含む理科教育の支援準備を進めており

ます。破損した実験器具の送付や出前理科授業など、その他どんな小さなご依頼でも構いませ

ん。私どもにお役に立てることがございましたら、どうぞご遠慮なく、お気軽にご連絡下さい。 

Tel＆Fax:  03-5978-5523、 メールアドレス: gensa i-r ika@cc .ocha .ac . jp  

東日本大震災直後から現在まで、岩手県および岩手県沿岸部の教育委員会 ・学校  (のべ

約  3800 人の教員児童生徒 )と連携をしてきました (東日本大震災被災地理科教育支援事

業 )。被災後すぐの実験器具 ・消耗品等の物品支援や理科室 ・理科準備室の整備から、仮設

校舎など十分な設備がない環境での理科実験カリキュラムを開発し、教員研修や出前授業等

を行っています。 

   

教 室 で で き る 川 の 流 れ  

（ 小 学 5 年 生 ）  
タ ブ レ ッ ト 顕 微 鏡 で 気 孔 の 観 察

（ 中 学 1 年 生 ）  
テ レ ビ 電 話 で 出 前 授 業  

（ 理 科 ク ラ ブ ）  

これまでの事業の発展として、今年度より『新たな災害時に途切れない教育システムの開発

と検証－アクティブ・ラーニングを支える実習の早期再開をめざして－』 プロジェクトを開始しま

した。東日本大震災の被災地域での、座学の授業が再開できても、理科などの実験 ・実習の

再開に数か月から数年を要した経験から、特別教室や設備がなくても実施可能な理科実験パ

ッケージの開発や日本全国各地域とのネットワークづくりを目指しています。 

一日も早く児童生徒の皆さんがこれまで通りの環境で学習ができる状況になりますよう、私た

ちに役立てることがあればと願い、スタッフ一同、心よりご連絡をお待ちしております。 

『新たな災害時に途切れない教育システムの開発と検証 』 プロジェクト 

お茶の水女子大学 サイエンス＆エデュケーションセンター TEL&FAX：03-5978-5523 

メールアドレス：gensai-rika@cc.ocha.ac.jp ホームページ：http://www.cf.ocha.ac.jp/sec/ 



 
 

お茶の水女子大学 サイエンス&エデュケーションセンターがこれまで行ってきたこと 

  東日本大震災被災地理科教育復興支援事業より抜粋 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

   

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


